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♡
5月２5日、五月晴れの東京。その中心にある日比谷野外音楽堂で「石川一雄不当逮捕41カ年糾弾！狭山再審要求！5・25特別抗告審闘争勝利！中央総決起集会」が開催されました。全国から4,000人以上の支援者が集まり決意をあらたにしました。昨年東北から初めて当会代表と事務局長の二名が参加しました。それから一年、今回は青森から六名が参加しました。狭山事件が少しずつではありますが、青森でも認識が広まってきたことに深い感慨をおぼえます。
集会には弘前出身のルポライター鎌田慧氏（狭山事件の再審を求める文化人の会事務局長）も参加され、氏がこのたび発刊した「狭山事件・・石川一雄、四十一年目の真実」の紹介をかねて特別報告がおこなわれました。
石川一雄さんは力強く冤罪を訴え、早智子さんは心に響く詩を引用されて参加者に一層の協力を要請しました。集会後日比谷公園から芝公園までの約３キロにわたりデモ行進がおこなわれ、わたしたち青森県住民の会も青い幟をたててハンドマイクでシュプレヒコールを繰り返しながら東京の街を歩きました。

身心ともに疲れきっていた私の帰着を匿名の一通のメールが待っていました・・

2004　５月２５日本日　東京でデモに遭遇しました　　沢山の人の長い列　なんのことだろうと気がつきませんでした　私が子供の頃狭山事件があったこといまも鮮明に覚えています　隣の県でもあり成長期の娘にとってはショックでした　このことで石川さんという方がいまだ冤罪と再審も叶わず人間の尊厳をおさえつけられていることを知り　はずかしいおもいでいっぱいです
たったひとつの命生きているからこそ美しい人生　短い文しか言葉になりませんが皆様の活動にこころから拍手をおくります
・・ありがとう。石川さん無罪の実現の日まで、あなたの分も頑張りますから。

